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メリル， H. A.ブロ ッチなどの著作にその例が見られる。それでは，なぜ社会病理学においてこの
ような概念、が主張されねばならなかったのか。まずこの問題から考えてみよう。
周知のように最近の社会病理学では，従来のような個人生活の社会適応 socialadjllstment.不




















ブラウンは，人間の行動は， ぐ1)身体的遺伝 physicalheretage， ぐ2)社会的遺伝 social





































































































































































ら考えると例えば S.A.クイ ーンらが掲げているように.(A)集団参加 grollpparticipation， 
凶
(B)文化的参加 culturalparticipationなどの種類に分類されるであろう。しかしながら彼らの
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彼等の掲げる (A)Group participationは 1. Family. 2. Neighborhood， 3. Interestgroups. 
4. School， 5. Work， 6. Governmentへの参加であり， (B) Cultural participationは 1.Read. 
ing， 2. Dramatic and musical events， 3. Educational and religious events. 4. Radio， 5. 
Eltpressional activitiesへの怠加を意味する。
(1均 D.W. Harding: Social Pschology and Individual Values， p. 56. 
側 ASocial Policy for Today. pp. 4-8・(1949)
(14) K. Young' Personality and Problems of Ad;ustment. p. 789. (1947) 
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U6i V. E.フラγクノレ: 死と愛一実存分析入門ー(霜山訳)参照。
間 家族的機能に個別化過程をあげている例はあまりないoZ医者の見た限りでは Personalityin the Mak. 
ing， edited by H. L. Wltmer and R. Kotinsky. 1952，においてみられるだけである。もっともこの場
合は家庭が子供の行動の選択，決定の却1線の場であることを指摘するにとどまるが，録者はかかる特質を一
般的に依大して考えてみた。
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